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か」と尋ね、「1. 1カ月以内」、「2. 1カ月～3カ月未満」、「3. 3カ月～6カ月未満」「4. 6カ月～







of Other in Self Scale, Aron, Aron, & Smollan, 1992の尺度の邦訳）。7件法。失恋相手への関













答した 82名（男性 25名、女性 57名、平均年齢 19.43歳、SD＝1.414、レンジ 18歳－26歳）
を分析の対象とした。失恋した相手との関係は、片想いが崩壊した者が 24人（男性 9名、女性







期間は 1か月以内 8名（10.1％）、1～3カ月未満 12名（15.2％）、3カ月～6カ月未満 12名





















表 1 失恋コーピング尺度の因子分析 （n＝81）項目番号は山下・坂田（2008）に同じ



























































































GO における愛着の 2次元は、「見捨てられ不安 Anxiety」と「親密性の回避 Avoidance」より
構成される（中尾，2004）。「見捨てられ不安」は、自分は他者から愛情や注意を受けるに値す
る／値しない、という自己観が positive、negative に 2分割される。「親密性の回避」は、他者
は助けてくれるし関心を持ってくれる／他者は信頼できないか拒否的である、という他者観が

















次に、ECR-GO の 2因子「見捨てられ不安」「親密性」の得点を、上位 25％、下位 25％で
Hi/Lo 群に分け、失恋コーピング尺度の得点、関係崩壊後の心理的反応を測る尺度の得点を比較
した（表 4-1、4-2、表 5-1、5-2）。




























その結果、「見捨てられ不安」Hi 群は Lo 群よりも失恋コーピング「肯定的解釈」の得点が高
かった（t（38）＝2.520, p＜.05）。また、見捨てられ不安 Hi 群は Lo 群よりも失恋コーピング
「未練」の得点が高い傾向が見られた（t（38）＝2.011, p＜.10）。親密性 Hi 群は Lo 群よりも失
恋コーピング「肯定的解釈」の得点が高かった（t（38）＝2.248, p＜.05）。
表 4-1 見捨てられ不安 Hi/Lo 群の失恋コーピング得点平均値、SD、t 検定の結果
見捨てられ不安
Hi（24） Lo（16） t 値




















表 4-2 親密性 Hi/Lo の失恋コーピング得点平均値、SD、t 検定の結果
親密性
Hi（22） Lo（16） t 値




















表 5-1 見捨てられ不安 Hi/Lo 群の心理的反応得点平均値、SD、t 検定の結果
見捨てられ不安
Hi（24） Lo（16） t 値


























表 5-2 親密性 Hi/Lo 群の心理的反応得点平均値、SD、t 検定の結果
親密性
Hi（22） Lo（16） t 値



























関係崩壊後の心理的反応では、「見捨てられ不安」Hi 群は Lo 群よりも重要度（t（38）＝
2.133, p＜.05）、一体感（t（38）＝2.430, p＜.05）、ショック度（t（38）＝3.689, p＜.01）、コミッ
トメント（t（38）＝3.206, p＜.01））のすべての尺度において得点が高かった。「親密性」Hi 群
は Lo 群よりも「一体感」において有意に得点が高かった（t（38）＝2.888, p＜.01）。また親密性
Hi 群は Lo 群よりも「コミットメント」では得点が高い傾向が見られた（t（38）＝1.988, p
＜.10）。
分析 3．4つの愛着スタイルと失恋コーピング、心理的反応
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